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※総合防災訓練アンケート集計結果 

（一般・小中高・外国人） ・・・・・別 添 

１ 目 的 

  地域防災計画に基づき、白井市と防災関係機関・団体及び地域と連携した災害応急対策訓練（情報の伝

達・広報、被害情報の収集・伝達～人命救助～災害医療活動）を行い、防災対策の充実・強化に資すると

ともに、市民の防災意識の高揚と減災への備えを図るため、自由に体験・見学ができる防災啓発の場を設

け、自助・共助・公助の繋がりを強化し、地域防災力を向上させる。 

２ 時 期 

  令和８年２月１日（日）９：００～１２：３０ 

３ 訓練会場 ： 白井総合公園 

４ 訓練対象地域 ： 南山小学校区 

５ 訓練想定地震・被害想定〔 〕数は南山小学校区 

（１） 地震の規模：千葉県北西部を震源・白井市直下 震度６強 

（２） 家屋の倒壊：全壊４７２棟〔１０〕半壊１，６６７棟〔４７〕 

（３） 人的被害：死者３２人〔０.７〕負傷者３１５（内重症者３９人）〔負傷者８.４（内重症者０.８）〕 

（４） 避難者数（最大）：１４，２３５人（内避難所：５，６９４）〔１６１５人（内避難所：６４６）〕 

６ 訓練の重点等 

（１） 一連の状況下で、市と指定公共機関及び団体との相互連携【公助】と、自主防災組織（自治会）

と消防団等との連携【共助】による『発災対応型の連携訓練』を実施 

（２） 災害対策本部運営訓練及び救護本部活動訓練の場として、訓練会場に災害対策本部・医療救護本

部を設置し運営・活動訓練を行う。 

（３） 全市民を対象として【自助】の基本である地震発生時の身を守る。 

     シェイクアウト訓練、家庭の地震対策自己診断を実施 

（４） 防災啓発は「全市民参加型」の自由に体験・見学等ができる防災フェスタ形式で実施 
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（５） 訓練協力は、「南山小学校区まちづくり協議会」とし、南山小学校・南山中学校と白井高校の生徒・

児童に防災教育の一環として訓練参加を調整する。 

７ 訓練組織体制 

（１） 白井市地域防災計画「災害対策本部事務分掌」に基づく組織体制を基本とし、全庁体制で組織編制 

（２） 参加関係機関・団体、学校等：３３団体 

８ 訓練項目・内容 

【訓練会場外・市内全域での訓練】 

（１） 家庭の地震対策自己診断【自助】 

「広報しろい（２月号）」に掲載した『備え１０項目チェックリスト』に基づき家庭の地震対策自己

診断を１月３１日（土）までに実施 

（２） 地震発生時の対応訓練【自助・公助】 ９：００～９：０５ 

    J アラート（防災行政無線、しろいメール配信サービス等）による緊急地震速報（大地震発生情報）

を配信、配信後にシェイクアウト訓練音声を放送し、市民がその時点・場所で一斉に身の安全を確保

する動作を実施 

【訓練会場における訓練】 

（１） シェイクアウト訓練【自助】 ９：００～９：０５ 

    訓練会場で音声テープに合わせ、訓練会場の全員が一斉に身の安全を確保する動作を訓練 

 

 

提供：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議 
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（２） 災害対策本部・医療救護本部運営訓練（現地設置）【公助】 ９：０５～１０：００ 

     白井市災害対策本部運営訓練 

・訓練会場に災害対策本部を設置し、災害対策本部事務局が参加し実施 

  ・運営訓練は、市災害対策本部事務局、白井市消防団が参加 

 

 

 

 

 

（３） 白井市医療救護本部活動訓練 

ア 訓練会場に医療救護本部を設置し、医療救護本部及び医師会等の医療機関が参加 

イ 運営訓練は、市医療救護本部、印旛市郡医師会等が参加 

 

 

 

 

 

 

（３） 市議会災害等対応会議 

     訓練会場に市議会災害等対応会議を設置し、市議会の参集訓練、安否確認及び被災状況を市災害

対策本部に報告する訓練を実施 

（４） 安否確認訓練【公助・共助】 ９：０５～９：４５ 

     南山小学校区まちづくり協議会・白井市立南山中学校・千葉県立白井高等学校・白井国際交流協

会と協力し、地域での初動訓練を実施。 

また、地域での安否確認や市消防団と協力した活動などを実施 
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 （５） 人命救助・消火訓練【公助・共助】 ９：２０～９：５５ 

     被害情報に基づき、市災害対策本部は関係機関と調整し、市災害対策本部からの指令により印西

地区消防組合、日本救助犬協会（ＴＥＡＭ７）、市消防団、による人命救助・救出訓練（倒壊家屋か

らの救助、・孤立者の救助・負傷者の救出）及び消火訓練を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６） 災害医療活動訓練【公助】 ９：３５～９：５５ 

   ア 人命救助訓練と連携した災害医療活動訓練を実施 

   イ 市健康課がトリアージポストを開設し、市医療救護本部、印旛市郡医師会等の医療関係機関と連

携したトリアージ～応急救護～重症患者の搬送を実施 

 

 

 

 

 

 

 

（７） 住家被害認定調査訓練【公助】 ９：５５～１０：００ 

     市課税課と㈱ネクスト（ドローン調査）による被災家屋の住家被害認定調査を実施 
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（８） 炊き出し・給食支援訓練【公助・共助】 ９：０５～１２：１０ 

   ア 市と陸上自衛隊第１空挺団第１普通科大隊、白井市赤十字奉仕団の協同で８１０食のカレーライ

ス等を作成し、参加者に配食を実施 

イ 炊き出し・給食支援訓練に必要な具材、資器材等を、西印旛農業協同組合（米）、千葉県 LP ガス

協会船橋支部（炊き出し用ガス）、大塚食品㈱（レトルトカレーの一部）、陸上自衛隊第１空挺団第

１普通科大隊（炊事車、水トレーラー等）から提供・支援いただき実施 

 

 

 

 

 

（９） 防災啓発【自助】 ９：００～１２：３０  

    訓練会場内において、関係機関・団体及び災害協力応援協定事業所による災害時の活動車両等の

展示、体験型の防災啓発・防災啓発ブースを展開し、参加者が体験・啓発できる防災フェスタ形式

による防災啓発を実施 

   ア 活動車両啓発 

     陸上自衛隊第１空挺団第１普通科大隊、千葉県 LP ガス協会船橋支部、白井郵便局、印西警察署、

印西地区消防組合による災害時活動車両を訓練会場内に展開し、啓発教育を実施 

  

 

 

 

 

   イ 防災体験啓発 

     NPO 法人日本救助犬協会（TEAM７）、NPO 法人首都圏防災士連絡会、千葉県印旛地域振興事

務所、印西地区消防組合、千葉県助産師会、白井市社会福祉協議会、日本医科大学千葉北総病、南

山小学校区まちづくり協議会による災害時の各種体験コーナーを訓練会場内に設置し、体験型の啓

発教育を実施 
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   ウ 防災啓発ブース 

     市（建築宅地課、環境課、課税課、収税課）、京葉瓦斯㈱船橋支社、㈱ドコモ CS、東京電力パワ

ーグリッド㈱東葛支社、NTT 東日本㈱千葉事業部、自衛隊千葉地方協力本部柏事務所、陸上自衛隊

第１空挺団第１普通科大隊、㈱伊藤園八千代支店、生活協同組合コープみらい千葉県本部、大塚製

薬㈱千葉出張所、大塚食品㈱、㈱トレミール、千葉県ＬＰガス協会船橋支部による、自由に見学が

できる防災啓発ブースを会場内に展開展示して防災啓発を実施 

 

 

 

 

 

 （１０） 訓練の視察 １０：０５～１１：２７ 

     市長及び来賓による訓練会場の視察を実施 

 

 

 

 

 

（１１） 訓練講評 １１：３０～１１：４５ 

     市長の訓練講評及び南山小学校、南山中学校、白井高校、南山小学校区まちづくり協議会、白井

国際交流協会日本語教室の訓練参加者による訓練感想発表等を実施 

 

 

 

 

 

（１２） 配食・喫食 １０：３０～１２：３０ 

     カレーライス（８１０食分）を配食喫食 
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９ 参加関係機関・団体 

 

 

１０ 訓練参加者・来場者数 

  総合防災訓練 1,327 名 

訓練対象地域（南山小学校区）４０名、白井高校生徒２１名、南山中学校生徒６名、南山小学校生徒１

１名、国際交流協会１０名、外国人市民２５名、参加関係機関・団体１６５名、一般参加９１５名、市

職員７４名、消防団２０名、招待者（来賓）・案内者２５名、市議会議員１５名 

１１ 訓練参加者アンケート結果 

（一般、小学生、中学生、高校生、外国人市民） 

  ※アンケート回収数（人数） 

一般 ９５名、小学生 ６名、中学生 ２名、高校生 ２１名、外国人市民 ２３名 

１２ 実施状況 

  

 

 

 

 

 



９ 

 

《事前広報》 

・ポスターを作成し、市内小中学校や各センター、コンビニエンスストア等に掲示（表紙参照） 

・広報しろい（１月号）での特集記事 

 

・広報しろい（２月号）での特集記事 
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《会場レイアウト》 

 

（１）防災体験ブース 

ブース 事業者名 内 容 

１ 
ＮＰＯ法人 

日本救助犬協会 TEAM７ 
救助犬との触れ合い・ペットの悩み相談等 

２、３ 
ＮＰＯ法人 

首都圏防災士連絡会 
身近なもので応急手当・災害時備蓄品展示 

４ 千葉県印旛地域振興事務所 
ＶＲゴーグルによる災害（地震・豪雨・津波）

の疑似体験 

５ 印西地区消防組合 救急講習 

６ 
一般社団法人 

千葉県助産師会 
妊婦体験・さらし抱っこ体験 

７ 
社会福祉法人 

白井市社会福祉協議会 
ＤＸを活用した災害ボランティアセンター 

８ 日本医科大学千葉北総病院 
・こどもＱＱ 

・ＤＭＡＴの活動 

９ 
南山小学校区 

まちづくり協議会 

・防災クイズ 

・活動紹介 

地震体験車 
地震の揺れを実際に体験することで、防災意

識を高め、災害への備えや心構えを学ぶ 

水消火器、煙体験ハウス 
・初期消火要領の体験 

・火災時の避難要領の体験 
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（２）防災啓発ブース 

ブース 事業者名 内 容 

１０ 

白井市 建築宅地課 耐震診断・応急危険度判定等 

白井市 環境課 災害廃棄物等の処理、ペット同行避難 

１１ 

白井市 課税課、収税課 
罹災証明・市税災害時特別措置等及び被災者生活

再建支援システムの紹介 

京葉瓦斯(株) 船橋支社 マイコンメーターの機能、復帰体験 

１２ ㈱ドコモＣＳ千葉支店 避難所支援物品の展示、体験 

１３ 
東京電力パワーグリッド㈱東

葛支社 
感震ブレーカーの実演・電気自動車給電実演 

１４ ＮＴＴ東日本㈱ 千葉支社 災害伝言ダイアル「171」の啓発 

１５ 生活協同組合コープみらい ローリングストックに関する展示 

１６ 陸上自衛隊 第１空挺団 災害派遣関係資器材等展示、落下傘装着体験 

１７ 
自衛隊千葉地方協力本部 柏

募集案内所 
ミニ迷彩服試着・災害派遣活動パネル掲示 

１８ ㈱伊藤園 八千代支店 飲料用サンプル展示 

１９ 大塚製薬㈱ 千葉出張所 災害時備蓄品の展示 

２０ 

２０ 

大塚食品㈱ レトルト食品を使用したローリングストック 

㈱トレミール 家族向け防災アプリ紹介・配布 

２１ 
公益社団法人 

千葉県ＬＰガス協会 
ＬＰガスを使用する機材の紹介 

 

（３）活動車両展示 

事業者等名 装備品 

陸上自衛隊第１空挺団 高機動車、軽装甲機動車、偵察用オートバイ 

千葉県印西警察署 移動交番、パトロールカー 

印西地区消防組合 指揮車、救急車、水槽車 

日本郵便㈱ 出張郵便局、配達バイク 

公益社団法人 

千葉県ＬＰガス協会 
ＬＰガス自動車 



１２ 

 

《会場配布パンフレット》 
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１３ 訓練の評価・課題等 

（１） 目的の達成度及び次回訓練への反映 

   ア 実動訓練 

昨年度に引き続き、約１，３００人規模で３３の防災関係機関・団体及び地域と連携した実践的

な訓練を実施した。 

本訓練では、災害発生直後における自主防災組織等の初動対応（自助、共助）及び市と消防・医

療機関との連携（公助）に焦点とした訓練を行い、地域防災力の向上を図るとともに参加した市民

に対し、災害時における自助・共助の重要性を実感してもらう機会となった。 

さらに、南山小学校区まちづくり協議会、小・中学生、高校生、外国人市民、障害のある方及び

ペット同行者の参加により、市民参加型訓練として実施することができ、市民の防災意識及び地域

における助け合いの醸成につながった。 

     次年度の訓練においても児童・生徒の参加を促進し、主体的に行動する態度の育成を図り、危険

時に自らの命を守る「自助」だけではなく、自らが進んで安全で安心な社会づくりに参加し、貢献

できる力を身に付ける「共助・公助」の意識と行動力の向上と家庭での普及を目指す。さらに、市

民が災害を自分事に捉える「自助」、地域住民同士が顔の見える関係により相互に助け合う協力体

制「共助」を構築できるよう、まちづくり協議会等の組織を活用した訓練内容とし、住民参加型訓

練の充実を図る。 

   イ 防災体験・啓発 

本年度は、天候にも恵まれ１，０００人を超える市民が防災体験・啓発ブースを訪れてくれたこ

とは、防災意識の高揚と減災への備え（自助）とともに、地域での助け合い（共助）の意識を醸成

する機会となった。 

参加者アンケートでは、訓練の役立ち度（満足度）は、「満足」、「やや満足」が９割を超えた。

自由意見においても「災害発生時の初動を学ぶことができた」、「自助、共助、公助の重要性を理

解できた」など本訓練に対する肯定意見が多数であり、総合防災訓練の目的は概ね達成されたもの

と考えられる。 

 また、防災関係機関・団体及びまちづくり協議会等との連絡調整等を通じ、相互に顔の見える関

係の構築が図られたことは、今後の防災対策における関係強化に繋がるものと考えられる。 

  次年度は、防災体験啓発ブースを「平時の備え」から「初動段階」、「応急段階」、「復旧段階」

まで体系的に区分して展開するなど、家庭において防災について考える契機となるよう、内容の一

層の充実を図る 

   ウ 訓練の周知は、「広報しろい」や市公式ＬＩＮＥ、各種ＳＮＳ、学校、団体等を通じた発信を継

続するとともに、今後は多様な市民層への効果的な周知方法についても検討する。 

 


